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 クロチョウガイPinc桐damr師ritifem(L)

 の増殖に関する基礎試験
VI

 幼生飼育の餌料生物について

 坤・養殖告茱を行なうにあたって種故の確保は先決条件になりているか・クロチョウガイの

 室内における人工仏画は・究檎的には真珠を生産するための種釧乍りで・他のものと多少趣き

 を占壬にしてし'る。

 この室内における水神1採酋は昭和36年度始めて稚貝採併に成功したが,その数量はきわ'め
 て少なく・商某べ一スとしての種歯生産の段階には程遠いものかあ札過去2カ年・間の飼育実

 験においては主として飼育海水の水偵条件について吟味してきたか1今年度一は幼生の食。」什物

 について比較検討を行なった。

 こふに1州÷生物を分設していただいた鹿児島大学水陸学部,和田教投,野沢助教授,東京

 大学農学部,平蛸'助教授,東北大学農学部,白石景秀博士,東海区水産研究所,梅林侑技官に

 深甚の,捌意を表する。

 材料と方法

 この採的決蛾は,倫.葉大工、!,古仁尾の大^分」易て行なった。

 供試母貝は,休多]一半付近で採収し,命美人舳幸1舳湾に輸送したもので,人工受納は,生殖巣
 から切り出した卵をγ10上叱01{1.5～1.5`名〃水I‡1で情性化した後媒柿し,正常発生し

 たD理幼生を蝸育水1い/たり2000仙1体あて取谷し,各水悩の餌料生物をかえて飼育した。

 同音管〃は・伽日則青梅水の1/2,1/5を換水したはか,1麗蚊u川一合海水を掩伴し12日

 並に幼生の成kを測定した。j,叫科生物σ洲一j堪、は,各柚釦とも対白水1〃4当たり8x1び。eIls
 とし,Mixの場合にはそれぞれ等・炭づつ毎日.11徴して与えた。供試した餌料生物は次のとお

 りである。

 1)Micm州gae

2)McroAlgae≠2

3)N-nnochlorisSp.

 4)α1aet㏄erossinlp1ox(冊r)
 5〕㎜剛同1atπteolocta

 6〕Pl.t}m肥s+5

 ア〕α1…“・S店
 飼育容器は,5I、ビーカーg個,30L水かめ仰圃,36L水かめ2個145L水かめ2個

 を使用し,こえ1.ら則育拙けづべて“剛erbass中に収容した。なお,浮遊幼生から付着生活に

 はいり,殻長2冊冊前後に成kしてから,昨年同様の稚貝篭に収容し,自然海面の筏に軍下して

 体成した。
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 緕果と考察

1.飼育経過

 ア月31日・第1回の人工受精から・8月4日・7日・11日・16日・191ヨの6回に

 かけて受精を試みたが,8月11日までの5回の人工受精は卵割が進まず,正常なVeliger
 はえられなかった。

 しかし,8月16日,19日受精したものは,前年どおりの発生が行なわれて,以後の浮

 遊幼生の成長も良好で,受精してから19日目でSPatが確認され,飼育容器全部で合計

 3,787他I」の付蒲一稚貝。を自然海面の竹筏に垂下できた。(第1表参照)

 第1表水槽別付蒲稚貝数と海面養成数

        ;二;■可容積7受精月日一佑L給餌生物付着海面垂下敷        稚貝数X/16X/29X/1

        「lI45W/19MicroA-gae+Ch.simp一60626580
        ■Iex+D.terleclecta

        lll45W/19Na皿nochIorissp+C卓.44ア34413
        」sin'Plex+Du.terteoIeca
        1皿36旧/19Iと向じ30667239

 
       

一

        ■1㎜56w/19皿と同じ41125386
        V30㎎/16Iと同じ44126415

        一w30岡/161と同じ55697459
        w30W/16Iと同じ1192
        {届30w/19一と同じ3375332
        ビ・カー5L4個19各種6726ア2

 2.飼育餌料について

3

 8月19日人工受精してD型幼生に達したものを5Lビーカーに約10個体あてselし

 鰍半生物をかえて飼育した各水槽別の,浮遊幼生の成長及ぴ確認されたSpalの数は,第2

 表のとおりである。

 水枯の関係で,3種以上の餌料生.物をMixして飼育する実験はできなかったが,単一種

 を与えたものより2種をMixしたものが良好で,特にCh-s㎞plexを加えた3つの水槽では,15
 %以上の付着率を示し,Nam㏄h-0rissp.とCh.s㎞plexを等量づつ与えた水槽では,約

 42%にも達し・Ch's㎞plexの餌料効果の大きいことがうかがえ乱

 このCh・simplexは濃塵:が大きくなると,水槽壁にs1im状の膜をつくるξいわれて
 いるが1)かなり明るいところにおいた水槽でも,付蒲する例は見当たらなかった。これは,

 給餌守を少なくしたためと同時に,浮遊幼生がよく摂取したことを示すものと思われる。

 ただこのOhs㎞plexは培養条件がかなりせまく,高温下における大量培尭が困難、なこと

 か難点であろう。

 2柚をMlxしたものでもP1atymonas禍とQ11oreHasp.を一与えた水槽たらぴにMc
 roAlgacと㎜.terお。l㏄taを給餌した水槽では,浮遊幼生の成長は劣り,Spatの
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第2表  浮遊幼生の成長と付着稚貝数

          構1=1㎜㎜'V1珊咽i田x
          、又料          精生M1croAlg肥MicroAlgaeNann㏄h-oτisPlat}mnas・草・・砕肌MiCrON㎜n㏄h10rDuna.          後ノ十十2+Sp.十sp.十A1gae÷2issP.terteOieCta
          の日数、.Ch創mp1exCh.s1mp1exCh.si卿1exC阯。reI■・spter“OleCt'

          日

          49280x80818a61x肌94蝸21x79758303x71059077x7μ38439x^928呂74x74248593x7至798蜘3x7085

          6l0237x88459802x83909918x80518qgOx7早49○蝸9x舳488里90x帖989947x8則29425x7975l0237x9222

          811397x10469lOμ0x9222ll136x101219031x83521605xl04699222x肌4810942x96289固60x8555l1223x10蝸O

          1012296xl1蝸5l1珊1x1047812383xl128510皿63x8伍71肌33x1096210蜆1x88541洲08xl0875l1373x蝸8012325xl1484

          1214匝45x1339813工89x1280313630x1247912644xl18322互31x12工221"27xl1370121竈0x1125212①06x1099112蝸3x12441

          1418517xlπ9617692x16蜆41凧74xH1531以41Xllユ972-02x11-16lu56x13皿6915399x14①3613τ83x12工341仙36x13137

          1621170x19082184“x1693620417x19珊917574x16挑9仙07X128〃1舳37x-51661肺59x1534118聰2x16砧91"49x13M6

          1822042x198741蝸65x1832819430x1812516907xI6岨37州93xI3亀721㈹90x1609519227x178062m83x19岨8215341X1蝸29

          2023a38x21里1722蝸6x20Z3522446x20呈6118蝸4x16邑306820x15π3319004X1792219082X1748721能4x1995218270xH帖2

          2225{62x2323124079x22Z0721亀95x2038720590x19考27"〃x17里8221431x2039320聰6x1838624呂24x228581舳88x15921

          242以76x2れ2724Z95×22蝸223τ60x2187522910x2122820239x1899521063x1蝸5219Z20x183Z826303x2424416τ97x16066

          2624360x2れ85254'2x23珊023490x2192422330x21ユ1523q84x21344洲O19X19①2425&68x230821肌64x16&49

          282肌14x2バ2325868x2挑232川72x2蝸912389伍x2250422職3x21冨0422243x2033920822x19皿8225-36x2349017蝸5x17255

          ∴26535x235862m57x2舳2725u4x233τ423664x22嶋120880x1蝸6525亀68x23τ512H79x2000124旦73x22ヱ94
          Sp汕数1871524184458372τ2

 
         
1
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 付着も悪く.単一種を与えた水構一と大差ないが.これはplat岬㎝as寺5,Ghlore11asp.,D〃

 tertcolectaか10μ以上のかなり大きい種揮であるため,初期D型幼生時代の摂餉翠が悪く

 また幼生減耗にともなって,幼生密度と投釧量が了ンバランスになったためと考えら一れる。ある3)

 いは,これら舳料生物の培・養条件が悪く,すでに指摘されている餌料生物のtoxicme-aboliles

 が影響したのではないかとも考・えられる。

 単一種制下料の水槽では,MicroAlgae+2とNannoch1oris叫がややすぐれ,MicroAlgae

 とD〃.terteolectaはかなり劣り,いずれも,搬長の隆起するいわゆる第1次。r川。a,stage

 の減耗か大きく,単一種餌料による飼育では大量採苗は相当無理と思われる。

 そして,単一種餌布斗のものは,幼生特有の貝殻縁辺の鮮,紅色が明瞭にあらわれず,成I長にムラ

 が生ずるが,D.terteolectaの場合は,殻頂が隆起するまでの成長はかなりすく.れていても

 急激な幼生の減托があり,Na㎜ochlorissp一では,搬頂隆起後の成長が比較的良好で,Micro

 Algae+2は幼生の成長は悪いカニ減耗・が割合少ない触向がみられる。

 Nonnochlorissp.け,禰児高大字水産学郡,野沢助教授か分離した瞳で,今年度始めて使っ

 たものであるが,前記したとおり,nh.simpiビxとMixして与えた場合の成績はきわめて良好

 で,しかも30℃内外の高川時でもよく増殖するので.クロチョウ幼生の飾庸鍋料として摘衙の

 1つと.囚われる。

 このほか,30～45Lの水槽ではMicroAlgae斗Ch.simP1跳十Dμ.terteoiecfa3種

 をMixしたものと,N㎜nochlorissp.十〇h.simp1ex+Dμ.terteolecta3種をM1xした2

 つの杵に区分して飼育したが.前者の1槽できわめて悪い採蔚率を示した以外は,各水構とも飼

 育水IL当たり10個』ゾ上の付着稚貝が採苗できて,今後の大冊採市に大きな其月待がもたれるよ

 うにたった。不成締に終わった水榊t,容器の関係と考えられ,陶器製の水槽を使用する場合は

 よく注意する必要があろう。

 3.採柿稚貝の養成

 室内の水榊内で付柵十浩にはいった稚貝、は殻長2胴皿前後に達したものから』碩次特製の稚貝続に
 平均300傾づつ収容し,大島海峡瀬棚湾内に施設された竹筏に砺下して養成したが,水押1別の
 付着稚貝数と.筏に弄下した日別1の稚貝.教は第1表に示した。

 今年一度は,人工受精の時期が1≡モれたため水温下降時期にはいり,付着稚貝にたってからの成長

 か停滞気中であったが,苧精後約2ヵ月で自然淘而へ移せるサイズに達し,付済稚貝全部を移し

 終わったのは11月1日で,受精後ア4日,約2.5ヵ月間の宗I内飼育であった。

 36,37年度の許査結果では,いずれも自然海面へ移した直後の椎貝減耗がきわめて大きい

 が,今年度の場合は,養成当初の稚貝数よりも哨勺には.増加した。これは,水榊内で付着稚貝

 の成長に大小の差が生じ,大きな稚貝の貝殻上に成長の遅れた小さい稚貝が付着したまま計算し

 て,稚貝蔀内で1個づつに分けられたためと考えられ,小水槽で比較的多数の稚一興が採苗された

 ときけ,この成長差はさけられないものと思う。

 垂下養成にはいった稚貝は・毎月1同成長度を測定するほか・籠掃除・貝掃除を行ない,また養
 成水深別の比較試験を行なったが,これらについてはあらためて報告する。

 4.飼育水質について

 昨年同様,飼育水榊の3値について飼育海水の水質分析を行なったが,1例を示すと第3表の

 とおIりで'ある。
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第3表  飼育水質の変化

         水温pH0200DN町0HN0ブN         ㏄。化PPMア1tα呪γ一at0卿/[.細菌数備考
         飼育前28.68.154.5110.05242.O0.0139

         開始後2日28.48.054.2990.0648'0.0155

         428,18.154.6980.0324"0.01170

         62ア68.124.7570,210ア"0.0269

         828,18.154.8ア40.3541■0.01く49

         102Z78.154.0320.2093''9

         1228.68.154.2930.14491.0'67

         1428.38.183.7520.25752.0●41

         1628.58.294.1250.19321.0"36

         1828.38.234.2520.12881,0,130

         2028.68.184,2930.12881.0'210
         一

 NH4-N・N02-Nは比色法・細菌数は水質汚濁調査指針の細菌試験法によったほか・他
 の項目については昨年同様であるが,水温,PH,02,COD共に昨年の例と大きな変化はな

 く,NH4-N,とN02-Nは,飼育前のものと大差がなく,水質条件としてはかなりよく保
 持されたものと考えられる。

 P.R.WALNE4)は,カキ飼育の場合,ストレプトマイシンとベニシリニ!の抗生物質を飼
 育海水中に添加し好成績をあげているが,飼育海水中の細菌数を計数した結果は表のとおりで,

 1"当たり9～210の間で,館店開始後4日目頃にやや多くなるほか大きな差はなく.SP3t

 になる直前にかなり増加している。この細菌数は飼育前と比較して特別に増加したとはいえない

 ので,抗生物質を添加する必要はないと思われる。

摘要

 1)クロチョウガイ幼生飼育の餌料生物について比較検討した。

 2)幼生の餌料生物は,2種以上をMixしたものが成績良好で,特にNa㎜ochlori`6pとOh.

 simplαをMi■して与えた水槽では約42%の付着率を示し,Ch.6㎞p-xをMixし

 た水槽では,いずれも10%以上の付着率であった。

 3)5L水槽9個,30L水槽4個,36L水槽2個,45L水槽2個で合計3、ア87個の稚貝を
 室内孫薔でき,昨年度の3倍以」=の採苗率で,大量採苗に明るい見通しをえた。

 4)飼育海水の水質分析,細菌数の計数を行なったが,特に顕著な変化はみられなかった.

 最後にこの実験を行なった大島分場の前田分場長始め職員各位に感謝する.なお,稚貝の養成
 は大島分場の維原,サ田技師が担当した.

又献

1)相負順一郎(1963):水産増殖臨時号2
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 2)梅林術(lg61):水産増殖・♂.9,舳

 3)平野礼次郎,犬島泰雄(1963〕:日本水産学会誌vOI29,κ3
4)P.R.WALNE(1958):↓ur.・mar・bio1・Ass・U・K・3ア,415-425
5)瀬戸口外(1961):鹿児島水試事業報告37年度

担当瀬戸口勇
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 クロチヨウ貝(Pinctadamrgaritifera

 Limaeus)病貝の菌検索

 第皿報分離菌(“パ及ぴ“ポ)のクロチョウ貝接種実験

 平野清寿・今村禎祐

 豊.田茂樹・瀬一戸口男

 鹿児島県では,真珠養殖母貝にクロチヨウ貝を利用しているが,本貝は核挿入後.一定の病変Iを

 来して死滅しやすく,養殖上の膓路となっている一その病変は真珠層の黒色沈着Iと外套膜の変性萎

 縮を主徴とするものである。・著者らは,第I報(鹿児島大学医学雑誌14,144.1962)に

 おいて,本痛々貝について細菌学的検査を行ない,Pselld㎝㎝as類似の2陣の菌(A菌及ひB菌)

 を分離した。この2種の菌け,定型的な病変部よりは.そのいずれかあるいは双方が純培養状に検

 出せられること、他方,健康貝ではこれらの菌を余く検出しないことより,本病病変に密接な関係

 をもつ可能性が強い菌である。本報では,その病原性を確認するために,クロチヨウ貝に本曲を実

 験的に接橘して類似の病変を招来するか否かを検討した結果を報告する。

 I海潟地先における分離菌(A,B)の実繍勺接種

 著者らがききに(第I報)A,B2種の菌を分離したのけ,牛根地先(水域)で養成されてい

 るクロチヨウ貝病貝よりである。本報の接楠実験は梅潟地先(図1参照)で行なったが,同地先

 も37年本・病の発生をみた水域である(図2の江の島附近で,罹病率80%),明らかに汚染水

 域であるが,俺々の事情のため同地で,昭和3ア生12月28日一分離菌による接種実験を行な

 った。

 接種繭A菌として・㌔及ひAト2,B南としてBo及ひB31(第I報のTab・8,T3b-

 9参照,表のA,BをそれぞれAo.Boとする)の各2株を用いた。AoとA31は生物学的

 性状は同一であるが(第I報),血清学的に異なる菌(第W報),BoとB31は年物学的にも

 血清学的にも全く一致する閑である。AoとBoは分離後45日,A3_2とB3_3は分離後30

 日の菌で,その間寒天継代保存されている。接種に際しては,Bo,B3_3は普通ベプトニノ水,
 Ao,A3_2は3弘食塩カ日ペプトン水に移殖,3ア℃,24時間培養液の0.5〃4を用いた。A
 菌はペプトン水に発育不良で,食塩添加によって良好な発育を営むことは前芋F(第I報)記載の

 ]南りである。

 クロチヨウ貝:前年度確子島で採取したものを海潟地先(水域)に運搬し,1カ年以」=(越冬)

 同水域に養成していた屯のである。接種に際しては,健全と識別せられるものア2個を選び,こ

 れを10～15個宛6群に分ち,表1に示す通りの菌接種を行なった。

 菌の接種:開口器で外殻をあけ,外套膜附着部をヘラて軽度に糸11離し(真珠養殖の場合の「玉

 入れ」の場合と類似の処置であるが,貝の障害度は軽い),外套膜附着郡に接煙菌を注卑器で滴

 下した。

 接種後の観察:接種後各群一気に別々の寵に納め,約4叩の間隔で確に吊して養成を続けた(図

 2参照)。14日目に貝の生死と病変の有無(生貝け開口器で夕熾をあけて内部をみる程度)を

 観察し,生貝はさらに一養成を続けて接種後30日目に再び観察(生貝は外殻.を完全にひらく)し

 “庚児島大学医学雑誌第14巻・第3号舳舟児島大学医学部細菌学教室
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図1鹿児島県

図2海湾地先

真珠養殖基地



 た。生貝については菌の分離培養を行なった。分離培養は病変部を海水で磨砕浮遊し,その1白

 金耳を普]電寒天平板に塗抹,37℃,24時間培養を行なった。

 成績:表1,表2に示す通りである。

 l1〕接種14日で,対照(第V群,外套膜附着部の剥離のみを行ない菌は接種しないもの)で

 は12個中1個の死貝を認めたが,これは偶発的なものといえよ㌦

 表1分離菌(Ao,A3_2,B)の実験的クロチョウ貝
接硬一海潟,28/苅,1962一

     接種生存員数
     群接種苗(焼死率%)

     異教14日目0一'30日目
     IAo155(6ア)2(8ア)

     皿A-2108(20)4(60)
     ㎜Bo15ア(60)3(80)

     1VB3べ104(60)一1(90)
     VA。一。十B。→106(40)13(70)
     w⊥¥対照1211(10)1ost

 (3%N抑ベプトソ水24時間培養の0.5刑6を接種)
 }1対照は菌を接種せず,外套膜争幟は行なラ。

 表2…拷桶後30日■の生存I貝の病変と復元培養'II1一

一海潟一

        群斗予行盾π豆;検A3_2出菌 ̂       AoB他菌
        κ1廿.廿一'

        IAo
        2⊥一⊥'■

        κ1廿廿・■一

        2廿廿一一■

        皿A3-23廿1+'■一
        4廿廿'■一

        κ1廿・↓1+.

        皿Bo2廿一廿廿一

        3⊥一廿廿■

        wB。一。κ1十一一■■
        κ1'廿一

        V〈。..。・B3。2■⊥一

        LL一廿1

L  ・・ザ上∵」一」上∵
 尭:集落教;廿:無数,什:数百.1↓:数十,十:十数,⊥:敬個
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 これに反し,接種群では20～67%が蛯死しているが,これが接種菌による発病によるかあ

 るいは接種の器機的刺激によるかは判らない(冬期は貝の抵抗が低下する)

 {2)接種30日では,対照群を納めた籠を喪失したためにその生死病変を観察出来なかった。
 接種群一では.過半数が焼死していたが,焼死の原因が接種菌の感染によるものか否かは上記同

 様断定出来ない。

 {3」接種30日の生存貝では(表2)中等度ないし軽度の本痛々変を認める。すなわち,真珠

 層には有機質の黒色沈着があり,外套膜は萎縮し黒褐色・に変性し炎年々状を認める。

 14〕これらの病変部よりはそれそれの接種菌を多数検出する。4株の菌で病変の軽.重に大差な

 く,また.A3_2とB3-3両者の同時接種で病変が特に重いということはない。他の菌の
 集落はほとんど認めない。例外的に,第皿絆のBo接硬で,Boの他にAo菌を多数検出し

 たか(Ao接種の第I海よりの海水中での感染によるか)AないしはB菌以外の菌の集落は

 きわめて小数が認められるにすぎない。

 皿衛;L舳先における分離菌.並びに大腸散類の実験的接モ1亘

 1tf1項の搾師実験は以前に病員が養殖保存されていたことがあった海潟水域で行なわれた。今回

 は,クロチョウ別⊂よる真珠養殖が従来行なわれていない。したがって本病に対し処女地である

 〔、1:自(図1一参照)水域で実腕勺接種を試みた。実験は2回にわけ,第1目は前回と同一の4株の

 与雛閑汁(昭矛1138年6月25日),第2回は皿・coli,A.配rogenes,Ps.aeruginosヨ,

 Scrr.marcescens等の教室保存萬昧(同7月16日)について行なった。

 挾手隙:A萬(Ao,A3_2)は3%食塩ペプトン水,B菌(Bo,B3_3)及ひE・coli
 割.t普。南ペプトノ水,それぞれ37℃2司時間培養一I液の0.5皿C。

 .クロチコウ目:尾渡瀬地先(図1参照)で採集したものを島泊に押搬し,同地先(水域)に養

 成約10日目(第1n)と30口目(第2回)のものである。全く健全と認められるものア8個

 と45個をそれぞれ用いた。

 菌の桝iす:接種の方法は前項記絨と同一で,接師群の内訳は表ろ,表5に示されている。

 材師後の観察1搾種後22口目あるいは1ア日目に員の生死を判別し,生存貝については閉殻

 して病変の肉眼的観察と病変部よりの胎分離を行なった。

 分離菌4株を単独,或いは組み合わせのもとに接種した成績は表3,妻4に示す。本実験の

 "対照、"(非拷種)は外套膜象1」難の処置を行なっていない。

 (1〕梓岬碓22日目の観察で接種員は,そのほとんどすべてが生存していた。しかし開静して

 内郡を観察すると,病・変は軽度のものが多かったが,多少にかかわらず本病固有と担われる

 真珠層の甲:色沈着と外套膜の変性萎縮を認めた。前1司に比べて雛死率.が萩だ低いのは,前回

 は員の養一成に不適な冬姻に行なわれたに対し,今回は員の養成に好適な初夏であったことに

 よるであろう。罹病率は共に100%である。

 対照、においては,20低いずれも全く病変を認めない。

 12/各群よりatra㎞0mに数個の生存員を選んで,復元一」音養を行なってみると,捗腫貝では,

 そのすべてで接種菌を,かつほとんど接硬菌のみを多数(すなわち純培養状)に分離する。

 第V君t及び第W群の複萎嫡株の接種では接種菌の→眈分離しえない場合があるが,いずれ

 か`)梓手。隙は必ず多独に分離せられる。

 対照貝では,A,B菌は勿論,その他の一般細菌もほとんど検出せられない。

 次に,E.coIi等4手1重の菌を接橘した成績は表5,表6に示す。本一表の対照は,外套膜剥離

 のクn、門を行なって無菌ペプトン水を0.5〃接種したものである。また,本実験では,B3_2
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 表3.分離菌(Ao,A3-2,B)の実験的クロチョウ員接種

 一島泊,25/1V,1962一

     群接種菌接種員数生存員数     22日目生存員の病変
     IAo1010廿廿廿廿一1ト廿廿廿十十

     1A3.一2109苫t廿廿廿廿吉・・
     一

     皿Bo10ア柑十十十十Cτ

     lVB3_31010廿什廿廿廿廿廿廿廿吉
     VA。,A31,B。1211草附廿・廿t吉…斗
     MAコ→,Bo66冊什什柑肘十
     ㎜Ao,A3_266廿廿廿吉之吉一

     }

     w対照2020■一■■'一一一I一.一.一一一一1一■

 1)詫;支立貝貨は,菌芋妾種,夕}套O莫泉1」肉i臼tに行な去ったし・,
 2)lil:L呈色沈溝が両破にわたるもの。げ:姥種側の殻のみに黒色沈溝がかなりのもの

 十:接硬イ則の蝕のみに一文モ色沈港が軽度のもの
 C:艘様粘液を認むもの

 表4接手一服…22日の生存貝の復元培養

      群接種菌生存員検出菌
      の番号へ一2A。B

      IAo2折
      9100

      1廿

      11A3_27400
      860

      1冊

      ㎜Bo430
      6拙I

      7什

      3廿

      1VBト35冊
      10什

      1冊刊L仙一

      VA。,Ar。,Bo5冊廿■
      6什一?20

      1什什

      wA3_2,B。2冊十1・
      3200100

      4200100

      2400'

      350一

      wA。,A。一。4冊一
      5.30■

      柵対照1～20一'(一)

 について,そのベプトン水培養液の

 10o,10一弓10■4稀釈を接

 種したものが含まれているo

 (一〕E・coH,A-aero9㎝es,Ps.

 aeruginosa,Serr.皿arcescens

 いずれでも,擁種貝は死滅しない

 (1ア円目)。その大郡分に軽度の

 真珠層の黒色沈赤を認めたが,外套

 膜の萎縮はほとんど言.冨めない。かつ

 同程度の変化は非接硬の対照員でも

 認められる。この程度の4、のをもつ

 て本病発病とするか否かは微妙なと

 ころであるようである。一

 12〕上記の変化が上敏咬的顕薯な員につ

 いて復元坤養を行なつてみると,接

 纈菌が多教分離せられるのは,Ps.
 aeruginoSaにおいてのみであった。

 分離菌A,BがPseudomonas拙似

 の菌であることと関連して注目すべ

 き所見て一あるo

 {3」次に,E・coli,A・aer㎎enes,
 Serr.n1目rcescens擁願貝でもその

 大部分てA特にB崖が多数検出せら

 れた。すなわち,淘中でのA,Bに
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 表5大腸菌等の実験的クロチヨウ貝接種実験
 一島泊,16パ刷,1963.一

     ト接硬生存員生存員(1ア日目)     接種菌員数1ア日目の病変      仙

     12345

     nE.coli55十十±±±
     ]A.記r㎎.54十土止±

     皿Ps.aer㎎.55十十十±士

     wS.marces.55十十七土止

     vBト。,10n55冊柑廿廿十
     wHト。,10→55十十十十土
     wBト。,10斗55十十七±一

 
    
i

     1_旦」一対照1010十十±±±     一0一一士±±一一.
     ^:タド套町萸茅胴庄を千丁なう(鋼…産ブイヨン0.5〃～†妾簡) ̂タド套町缶制寓庄を千}なう(無困フイヨノ05〃け妾簡)

 疾6梓砺後17日の生存貝の復元培養

∵∵
 ←一一一

 i一一

L

VB3-3,10o
■■0

1w

 卜w,B,ユ止⊥q二1L

       一■』凸{

       群(接種弟)員検出産        一'一

       番号接種菌A.A1.B他菌
       1・一一一寸一

       IE.COli2一_一L一一

       3一一一一一
       一一一

       1・一一寸一
       皿^.a町09.2一一一冊・

       3■
       一』凹■        1什一≡一÷÷斥

       2什一一.附

       皿Ps,aerug.3廿i■一■

       P口S1㎜i・'什
       2冊一一■柑

       L

       1一一冊1一一

       IVS.marces.2・一■一什
       3一一一冊冊

       1一一冊一

       VB卜。,10。2一一冊一
       3一一冊■

       ■■■一

       1一一冊一一

       wBH,10・22一一岬'
       3一一冊■

       w.蔓血止⊥q.二1L.1一一冊■
       1一一一一十

       2■一'`十

       }osterilebro仙3一i■一十

       4一一一■一

       51一・・■
       一一I

 よる感染が認める。しか

 し非接種の対照貝ではA,

 B感染を全く認めない。

 {妾種…君羊(E・COU睾幸),とヨ岸
 接衝群では,共に外套膜

 剥離処置が加えられ,共

 に軽度の黒色沈溝を辛し
 ているが,接硬群で.は

 Ps㎝domonasないしはI

 A,B歯の感染増殖がみ

 られるに対し非接種群で

 はこれら特殊の菌の感染

 埠…」ダ角をみなし'とし・う奇安少

 な所見を早.している。

 ωB3・一3の稀釈接牌(ペ
 プトン水24時間培養の

10o,10-2,10J)

 では,10-Iでは著明な

定型的病変,10.2,

 10・4では上記程度の軽

 度の変化を来す。し牟し
 1r4捗蹄(上言L得度の

 軽度変化)の場合でもB

 段が紳士芹状に無数に分離

 せられる点け10o技師と

 変ナつりだい。

 考察並びに結論

 本報で接榊て用いた分離

 菌段はAo,A3_2,Bo,
 B3_3の4障で一ある。へ
 とA3_2は生物学的性状が
 一致し血清学的に異なるも

 の(本報実.験までのところ

 では,生物学的にAの性状

 を示す分離葭はすべてAo

 あるいは^3_2血清のいず

 れかに1坑集),HoとB3→

 は生.物学的にも血清学的に

 も全く同一の歯である(こ

 れらの点は第1V報にのべる)
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 したがって,接種に用いた菌はAの血清学的2型(Ao型,A3_室型)とB菌ということに

 なる。

 これら3種の菌による接種実験の所見についてみると:

 1.3種の菌はいずれも,クロチヨウ員の体内で感染増殖する。接樽(外套膜附着部に浅創を

 つけて)後17～30日後の復元培養で多数の接種菌を検出するのであるから接種菌は組織

 内で増殖したと考えざるをえない(しからざれぱ生濡している貝では絶えず出入する海水で

 稀釈される)o

 事実,E・coii,A・aerogenes,Serr.marcescens等では,かなり大掃=の菌を接俺して

 も,接種後1ア日目には完全に菌は消失して復元培養しえたい。また,B菌のペプトン水培

 養の10-4稀釈接種で,1フ日後の復元培養で無数の接種菌を認めること(表6)は明ら

 かに菌の員俸内における増殖を示すものである。

 2.以上の〕帥,分離菌はいずれも員体内における増鈍(絹織辮帷)を示すが,Pseud㎝炉

 ηasaemgimsaも同様の親和性.を有し,他方E.c01i,んヨerogenes,Serr.m日rcesc-

 ensはこれを示さない。分離菌がPseudσnona漸似の峠(Pseudomonadeceae)と考えられ

 ることは既報(第I報)の逓りであり.その電胸像でもPs㎝dom㎝as類と全く同様の

 剛arfIaξeH㎜1をもつ樺菌である(第W報)。Po1arflageIl㎜をもつ菌は本来海水椎息
 と推測」され,Pseudomonad艶eaeの諸菌はその代表的なものである(E.Leifson:Auas

 ofBacteri31F1agella“㎝,AcademicPress,1960,18p)。今日,その土壌械急

 性,動物寄生性.が主として取りあげられているPs㎝dnm㎝asaemginosaにおいて,著者

 らの海水(員)分離菌と尊しく,貝の体内増殖がみられることは與味深い。好塩粋(3%食

 塩添加による発育の促進,抑制)を比較すると,Aは食塩で促進,Bは食塩の有無で影響さ

 れたい。また,Ps.aeru9一はE.co1i等に比べて3呪食塩による抑制が少ない。Aは海

 水固有,Bは陸≡地性の海水菌,Ps.aeru9に陸地性への馴致が一段と進んだものというこ

 とにたろうが,一連のこれらの類似諸か等しく貝の体内増殖を示す訳である。

 3.このように員内増殖を示す分離産が果して本病病変(目下クロチヨウ貝轄死の原剛τたり

 ている特有0〕病変)の原因であるふ否かに関しては,本報所見は,必ずしも断定的でない。
 (i)弊死率についてみると,真一珠養殖母貝に流行する本病は玉入れか行なわれる夏季に発生

 し角傲な経世をとって50～80%の蝶死率を示すが,同じく夏に行なった接衙実験(鳥

 泊)ではほとんど轄死をみない。養殖母貝の場合は,貝内に玉が挿入され,それによる東11

 戦か絶えず加わるという宿主(貝)側の悪条件があるので直ちに比較出来ない。冬期に行

 なった海潟の接陣実験では,顕著な焼死率を示したか、これは12月という員の養成に不

 適な時期におけるものである。このようなことより考えると,例え分離菌が本病病変の原

 因であるとしても,定型的た進行を示すには局所の損傷の度合や宿主貝の抵抗力の低下等

 か関聯するであろう。

 (11)分離菌の捗師を行なった員のすべてて.不病揮似の病変が,程度の差はあれほ∫100

 %に招来される。したがって,本第の感染(絹織内増殖)の結果ある程度の組織の変化を

 来すことは間1年いないであろう。これか進行性.に員の弊死にいナニるにけ,上記のj祠り他の

 因子(例えば,挿入された玉による継続的な刺戟)が加オ)る必嘆があるでおろうか,他方

 軽度のこの種の病変は,歯の感染増殖を伴うことなく発生.しうるようである(表5,表6

 の対照群)。すなわち,軽度,中等,度,強度の病変に区別し,軽度のものは器械的にも,

 中等度のものは分離申の賊染によって,強度のものは分離菌の感.染プラスの特定因子によ
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 って,ということが考えられる。病変の軽度,中等度というものを質的に(例えば病理綿

 織学的に〕識別出来れば,より明確な病変と誰とのむすぴつきが可能であるか,本病を含

 む具類の病理学ないuま組織学的研究は未だその域に達していないようである。

 表3の対照群は外套膜剥離の処置を行なわないもの,表5の対照群は処置を行なったも
 の,すなわち,前者は外傷的刺戟か加わらないもの,後者は加わったものであるが,前者

 では病変皆無,後者では軽度の病変を認める。しかも,何ら菌の感染増殖をみていたい点

 は両者同一である。その後,島泊に養成した員の一部を袴腰地先(図1参照)に移し,同

 所て健康員10個を選び,外套膜剥離を行なったものと子1なわないものを併置して経過を

 みたか(8日間養成,表ア),同じく処置員では軽度だから若干の病変を認めるものがあ

 るに対し非処罰員では全く病変をみなかりた。復元培養で,両辞とも,A,B両菌は勿論

 その他の細菌もほとんど検出されないことも前回と変わりない。

 表ア外套膜剥離の有無がクロチョウ員の
 生存並びに病一変に及ぼす影響

 一宇今月要,27レ/}m,1963一

        1処置貢一数賊号病変検出        辞菌
        離異教82日A.A。_。BO1帖rS

        皿士'一■一 
       

一

        j2土1一一一L
        I行なう553±・一一十

        4一■一一.

        5一■一'十
        'I

        κ一一一■

        行なわ2一一一一`十
        皿553'■一一十

        1ない14I.■'■
        ;15一一一一        ■土1
        菌数一0,⊥教コ,十十数(普涌寒天平板) 傑数、一

 (iii、本報所見では,明らかに別種の菌であるAとBは,いずれも貝内端頒と一定の病変を示

 して,この点に関して差異がない。このことは,A,正{両膝が共にPseudomonas類伽の

 菌であるとしても,1つの疾患には1種の鎮という一元的な考え方には背馳する。勿論,

 一群の類似菌で一定の疾患が惹起されることはあるであろうが,とすればA,B以外にも

 本病に閥聯する索が存在する可能性が強い。

 4次に,本報所見で気付かれることに絢・水中での汚染の問題がある。海潟の実験(表2)で

 B偽を擁種した員(㎜群)にAo菌,また,島泊の2同目の拷種[でE.coli等を傍種した

 貝(I,皿,IV)にB繭が,それぞれ,多数感染増殖している。これが,これらの錆を搾櫨

 1.一た他の接種員より海水を介して感染したものか,あるいは,これらの菌か一たんそのガ俄

 にラぴfして(海潟は本来本病汚染水域であり,島泊も初回の拷種実験での汚染か考えられる)

 それより感染したものであるかはわからない。島泊の第1回の実験でこのような感染がみら

 れなかったこと上りすると後者の可能性が強いが,このことは,実際の養殖員における本病

 の麻染経路に閥聯して,十分校詞される必要がある。さらに,注目されることは,著者らの
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 実験で,このようた二次感染は,非処置の異や処置貝でも処置のみの場合にはみられていな

 いことである。二次感染がみられるのは弾の接種を行なった貝に限られ.しかも,接禰され

 る由は必ずしも員の体内増殖を来す菌(A菌,B菌,Ps㎝dom㎝as)である必要はないと

 j・い一うこ・とである。貝の組織内増殖を来さ牟いE・coH等の接種一く表6?でもAξ.B津の二次
 感染がみられている。ある舳間接種(描傷〕部位にこれらの菌がとどまることによってA,

 B菌の海水内感染を容易になる可能性.が考えられるようである。
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 甑島産クロアワビHa1iotisdiscusの産卵期について

 甑島産のクロアワビは,生鮮品としてだけでなく,加工した明飽の品質がすぐれて,古くから有

 名て・,主た産地は.上甑島の浦内,.里両漁協地先で,年間約5,000～9500K9の生産をあげ,

 当地先における重要水産物の一つである。

 そこで38年度から,人工採卵による種苗生産試験のほか,築磯による生育場造成等,積極的な

 .聯耐寸策か打ち出されつつあるか,これら増,養殖事業の根本条作としての産卵期について言埼査を

 行なったので報告する。

 材料及ぴ方法

 調査材料は,里漁協地先て裸もぐりにょって採取しホルマリン固定したもので,貝殻の生物学的

 測πのほか,成熟度係数を求めた一方紺織切片による観察を行なった。

 ,琳一の測」科耶位は,第1Nのとおりで,肝臓角状削を切り出した紺搬はパラフィン切片として,

 デラフイルト“ヘマトキシリンとエオシンの二市染色,およびアサン染色によって染色し観察した。

 調査月日と調査放計は次のとおりである。

 37年9月2ア日

 ・10月11日

 ・12月6日

38年1月4日

 〃2月28日

 ・3月15日

10個

15個

36個

 1n個

22個

11個

調査結果

川穂長,巾,殻高組成

 1ol」炉した了ワヒの殻芹,静内,剤

 {.';σ)辛目成10‡,套育2～4r…≡]のとおりで

 ある。

 俄長は42～154㎝で,大部分の

 ものが90㎝以上で100～130

 1珊のものが巌も多い。

 紬巾は31～111cmの間にあって

 大生一がろ0c拓以上て全体を通じての

 モードは81～85㎝となっている。

 殻高は10㎝～48㎝の範[用向で,

 モードは31～35'抑である。

 第1図アワビ測定部位



 (21成熟度の季節的変化

 猪野1)によって提唱され
 た成熟度係数を求めた結果

 は第1表,第5図のとおり

 である。

 図表で示すように,9月

 27日にはまだ係数0のも

 のがあり,大部分は25%

 以下でよく成熟していない

 が,10月中旬に至ると急

 激に係数が大きくなって平

 均98.8%となり,最高

153%のものもみられて

 万父熟{固体力、≠多くプより,12

 月上旬には,放出が行なわ

 れて係数低下のものか目立

 ってくるカニ,最高は560

 %という特別な個体もみら

 れる。

 これカミ1月_ヒ街1になると

 ほとんど放出されて♀♂の

 判別ができない係数0のも

 のが大半で,わずか18%

 内外(♀)のものが1個み

 られるほどに急激に減じ,

 更に2月下句～3月中旬の

 ものは,全個体が係数0で

 ある。

 131生殖一案の組織学的観察

 調査材料の全個体を絹織

 切片として,生殖巣の発育

 過程を次のとおり区分して

 みた。

 A)濾胞畑:一濾胞内は空

 虚で♀♂の判別ができ

 ないのが普1画であるが

 放出されなかった生殖

 細胞が吸収崩壊の段階て残っているもの,あるいは,濾胞壁には新しい生殖原綿胞か分化し

 始めている場合もある。

 B)生長則:一新しく形成された結合組織にそって生殖原細胞か分化し,さらに生殖母細胞へ成長
 発達してくるが,成熟した母細胞はまだみられない(図版3,4)。

第2図 殻長組成

第3図 殻高組成



 第1表成熟度係数の月別変化

     i1月日maxminAveR圧mark
     92763.1025.5

     10.11153.155.598.8

     12.6533.313.1185、ア

     1.418.40♀1個

     2.28000

     3.15000

 C)成帥期:一世三長期から進行して分化成長

 が活溌であると同時に・成熟した目1殖細

 胞は濾胞内に充満し,.放出が可能である

 (「月」阪5,6〕。

 1))放出螂←斗殖肝細胞,母細胞の分化発達

 は停滞気味で,濾胞内の成熟した.域直細

 胞は放出か行なわれて,濾胞腔蕎口には空

 所の削}がみられる(図版7,8)

 『1)放一i+滞襯1一散出の行なわれた濾胞内の分化成長はきわめて少なくなって形成能力は衰え,

 滴胸腔部は放出後の空所が大きくなって,膨大した濾胞内の成熟した生殖細胞は吸収崩壊さ

 れつつある。

 この乍榊栄の発育渦秤の月別創ヒは,第2表,第6図に示したとおりてIある。

 寸穴わち,9月下句は,成長期,成熟期のものがそれそれ50%で,また放出兵月の個体はみら

 れたいが,10月中句にたろと急激に成熟が早くなり,ア0%近くのものが成熟期に達し.30

 %以.1二のものが枚出鯛にはいって:←殖活動が始まり。12月上句に至ると,70%近くが放出期

 ろ0%〃上の個体は放出後期で,生殖活徹は漸次衰えてきている。

 そして.1月」=句になると,放出期のものは約3..0%にI減少し,大部分の一ものは放出傍期にな

 って';洲活駒は停止しており,2月下旬には,未放出の宇殖細胞は吸μされて,♀♂の判別がで
 きれいf固体が約30%みられるが,新しい濾胞内では原細胞の分化が始まってオ・り,3月中旬に

 なると,令f間体か成長期にはいっている。

考案

 材料採取したのは.9月から三月までの矩.期間で,4～8月と11月分がなく十分とはいえない

 が,上述した成熟度係数の月別変化,ならびに生殖巣の絹織学的観察の結果を総合して老廃すると
 臓島岨地先におけるクロアワビの産卵頼は,10月上旬～12月中旬,盛期は11月上旬～12月

 上句と判斥できると思う。

 づ一デ〔わち,9月下句のものは成熟度係数がかなり小さく.組織学的には,成長期のものと,成熟

 1則のものが折半しており,産卵活動にはいっていないが,10月中旬に.至ると係数は100%近く

 1こ肺大し,細織学的には,令個体が成熟期にはいって放出期のものもあり,すでに放梢.放卵が行な
 われていると推察される。11月の材料は不足しているが,12月上旬には係数が小さくなり始め

第4図 殻高組成



 第2表生殖.巣の熟度変化

         一皿.

         月日性別人BCDE計
         ♀3τ4         92ア♂246備「
         ♀52ア

         10.11
         ♂538

         ♀11718

         12.6♂13518
         ♀134

         1.4♂246
         ♀55

         2.28♂44

         ?44

         ♀44

         3.15♂アア

         ?

200

100

 ているものがあり,全個体が放出期～放出役螂の段階

 で産卵終期となり・1月上句になるとほとんど令部の、事
 ものが係数0となり,組織学的には,放出されなかっ

 た半一殖細胞が、濾胞内で崩壊吸収されていて,.撒自活 な

 i励は全然行なわれたいと考える。その後2～3月は,

 肉眼的には係数0であるが,組織学的には,新しい生KX刃刈I

 殖源細胞,母細胞の発達がみられ成長期にはいってい

 る。第5図成熟度係数の季節的変化

 猪野・原田(1961)によれば.茨城県下では周

 年生.殖腺の発達があって,抱卵如が長期間にわたっているが,当地先のアワビは,肉眼的には全然

 発達していたい時期があって.一時的に大量の放精,放卵が行なわれると考えられる。

 鹿児島県漁業調整規則によると.アワビの採取禁止期間は11月1日～12月31日.採取制限

 は10㎝以下に規制されているが,産卵時期にはいったlo月は全然開放されることになり,十分

 な漁業規制にするためには,禁止期問を約1ヵ月くりあげるべきと思われる。この場合.県下各漁

 協の事情が異なり、自主的な規制が行なわれているようであるが,採取時期は大体7,8月に集中

 されているので・,社会,経済的影響は少ないと考えられ机

 調査材料がかなり大きいものだ1+に限られたので,宝物学的最小形は推定できなかったが,制限

 殻長は大体妥当なものと考える。
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第6図  成熟度の月別分布

摘要

 川甑島里地先麻のクロアワビの産卵期について,成熟度係数と絹織学的鮪察の両面から考察した。
 121王ゴ三地先クロアワビの産卵期は10月上句～12月中旬,盛期は11月上旬～12月上旬と推察
 した。

 (31瑚在施行されている採取禁止している期間を約1ヵ月間くりあげることを提唱した。

文献

 1)猪野峻,原田和民(1961);東海区水産研究所研究報告κ31
 2)猪野峻(1952〕'・κ5
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 クロアワビHa1iotisdiscusの産卵誘発と

 幼生～稚貝の室内飼育について

 アワビ属の資源維持培養を図るための一策として,種苗を人為的に多量圭庇して,この種苗の育

 成や放流を行なう試験か近年全国的に盛んに行なわれてきているが,本県においても昭和38年度

 から甑島の里村においてクロアワビを対象に産卵誘発,受精実験を行ない.更にこの幼生を当本試

 実験室に海上輸送を試み、その後も各水構で室内飼育=を続けたところ次のような結果を得たのでそ

 の経過を報告する。

I

 材料と方法

 a)供謝乖水

 距卵誘発,受精.幼生飼育に使用した海水は里港に繁留中のさん洲喬上か身及み、実験を行なっ

 た里村漁業協同組合事務室に運んだ後,濾紙(1号)と脱脂綿濾過後使用した。又当本試実

 験室に移送された幼生.稚貝の飼育は,鹿児島市近郊の㈹岸水を上記方法で漁j吊後使用した。

 b)供試貝

 実肋に供せられた員は,飯島里村西海岸にて採捕されたものを当日,または2～4臼室内水槽

 に蓄養後用いたものと,初同目(10月24日～30日)の実験に供した残月を里港防波堤内

 側水深3例のところに竹籠に入れ30日間蓄養後(その間乾燥ワカメ,コンブを投一与〕再び実

 験に供した。

 C)受精実験

 1.単一,反覆温度刺載による産卵誘発

 i)投げ込みヒーターによる場合

 塩化ビニール水槽(80x34x30個,64x32x30㎝)に生殖巣の充実したもの

 を選び、雌雄夫々2～4個あて入れ,これに100Wヒーター1～2本を入れ,要30分

 で飼育水温を5～10℃上昇させ、10～15分間後再び海水を循環させることによつて

 30分で元の水温に戻す,この上昇刺戟を1～3回反覆実験した。叉下降束I1戟を行なうた

 め夜明に飼育水槽を野外に出してみた。

 ii)蛇管(ビニールパイプ)による場合

 塩化ビニール水構(64x32x30㎝)に母貝を入れておき,径8殊のビニールパイプ

 10mをプロパンにて80℃前後に熱した金属鋼中に巻き入れ,この中を通した海水が注

 水口で35～42℃を保つようにピンチコックで流量を調整し20～30分で飼育水温を

 5～10℃まで上昇させた。

 2.精子海水の刺一校による産卵誘発

 村山(1935)によって実験された精子の満たされた海水中に成熟員を入れ産卵誘発を試み

 る。一

 3.切り出し卵に媒精する受精法
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 図1投込みヒーターによる産卵誘発装置

 図2蛇管による産卵誘発装置

 a吉土嘉ビ水槽

 b目ポリ籠

 C目エアヌトン

d9100,Vヒーター

 e宝プロパン燃焼器

 f=径8冊皿ビニールパイプ



 2枚買(マベ,クロチョウガイ)で行なわれているアンモニヤ海水中でPH調.整な行ない乍ら

 媒一精を試みた。

 d)受精～幼生飼育

 上記方法の中,温度刺戟法によって受精卵を得たので,これを54容のボーロービーカーに

 て10数回帰梓沈滞後3～ア～容のガラス水構に入れ発生せしめ,18時間経週後Tr㏄hop卜

 。re初期で回転運動を始め出したものから順次取り,あらかじめ準備Iした7～ガラス水構と

 274容の陶製水槽と40～客の塩化ビニール水槽に入れた。

 なおこの幼生は,発生、後5～ア日目に試験船がもめ丸にて要13時間30分で当本試実験室

 に輸送し引き続き室内飼育を行な。た。

 e〕餌料生物

 底棲移行を始めるまでのア日間は培整したCh舵to㏄rossP.とP1atyn.㎜asを考え。更にそ
 の後はこれらとNavicローaを主とした付着硅藻て飼育を続け,殻長2加晩越えてからは'ヒトエ

 グサ,アサクサノリを与え,更に1㎝に達してからは乾燥粉末ワカメ,ヒジキと日精一製粉(青

 江俊夫、氏)神供の配合餉幸二も試嚇投与しナニ。

 皿結果と考察

 I供試員の遊定と実、験時期

 甑島里村のクロ了ワヒを対象に産卵誘発案鮒を行なうのは今年度がはじめてであり,10月

 24日～10月30日と11月28日～12月1日の2期問に分けて実験を試みた。実験に当た

 り供試貝は肉眼的観察だけによつて生殖巣の充実,肥大の著しいものから順次選んだが,この2

 期間を涌じた牛殖築の肉眼観察の結果は第1表のとおりで,実験開始の10月下旬には雄に発達

 の著しい{、のが多く,11月下旬になると逆に雌に充実,肥大したものが多く出現しており,必

 ずしも斯様な肉眼饒察による成熟月の選.定基準だけで産卵誘発の成否の確率が決められテ〔いこと

 は認められたが,一応里村におけるクロアワビの採苗実験期については上述の傾向から11月を

 適期とみていいのではたかろうか。

 表1供・試員の採取と肉眼饒察について

            採取月日n1aX生殖巣の肉眼観察摘要            雌雄別個体数一♀一番計殻長(平均)m-nABC計
            38.10.18561111.㌘12.3♀235

            10.4♂2316

            651111.914.ア♀1416            10.25
            10.0♂235

            10.281091911.914.8924410
            10.3♂4239

            711.514.4♀73111            11.271118
            98♂4217

            11.293712.913.4♀314            4

            12.2♂`23

            12.1561111.512,910.2♀♂121つ13256

            川:1基上ザ1,1:⊥____Aナ榊巣の']一滴純たしく員紬より突出せるもの。B乍怖巣の元}しているもの。C乍凸1チ画{の一κに升弓を欠くもσ).フ7信 ト・1舳1の一1!」に升雪中欠くもの.
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1産卵誘発

 1.温度牽■峨法

 単一.反覆温度刺戟法による実験例は表2に示すとおりで,10月24日～30日まで泄

 100Wヒーター(図1)によつて温度東1幟を与え,11月28日～12月1日まではプロパ

 ンによる温水注加(図2)と.100Wヒーターによる2法で温度刺較を試みた。

 その結果,受精卵を得られたのは11月28日(温水加注〕.12月1日(100Wヒータ

 ー)の2回だけであった。他の回は塊状又は薄褐色の未熟卵で受精まで至らなかった。最も大

 最Ve1iger(14万個〕を得られた12月1日の供試貝は10月24日～30日まで供試残月
 (24個)を里港内で1ヵ月間地汚蓄養後(途中乾燥ワカメ、コンブを投餌)当日雌=3,

 旋!3を選定(生殖巣は雄・は充実肥大せるものがあったが.雌には充実を欠くものか多く十分

 でなかつた)したもので23.2℃(19時40分消燈中)で貝の確認も困難な程度に白濁放精

 (1㏄当たり420万)し,25分後に水構底からピペットにて放卵か確認された。なお,こ

 の柑子海水は別途誘発試験のため一部採水後流水によって卵の洗海を行ない更にボーロービー

 カーにて10釧日臓伴I洗淡を行な'った後54ガラス水槽5個にSe一した。更に18時間経過後

 Trochophore-Stage初舳で回転運動一を始め出したものから順次取り,あらかじめ準備した各

 水榊て入れ幼生の飼育を行な。た。

 撮も了ワヒの旅卵誘発のために温度束1峨、によ・ってのみ受精卵を得られ,しかも受精卵を得ら

 オ1たときの供試員か外観上からは,生殖巣の充実肥大の著しいものより,,隻くらみの少ないも

 ので、しかも温酸刺戟の巾が5.1℃以下で余り急.激た東峨でない場合に大冊受精卵を得られた

 ということ,更に初n実鮒の10月末の海水温が21℃であってこのときに27～29℃に温

 駈東I賦することによつて貫が苦悶する状態が展々見られ放卵も塊状なるものが多いことから,
 里における実験は胸水温の20℃以下に低下立る11月にけいって行なうことが好ましいと考

 える。なお.供試員について実験前(F期に亘る必要はないが日数的には検詞を碑す)に雌雄

 別に熟薩の進んだものを選び室内飼育よりむしろ静穏な海中で→寺蓄一義することか結果的に良

 か。た。

 表2潟痩東1」敦による産卵誘発実験例

           水晶(℃)放出までの時間供試員

       
    

受精

           月日当初飼水温加温刺戟温度♀(時分)♂(時分♀♂係員月日温度刺戟法
           18.4296反覆11.205-3004-05■'2238.10.18100Wヒーター           にS381024一"18.4295反覆11.106-1004'25一34""

           10.25204290単一8.601-0500`10'3310.25"

           10.2620.228.9単一8.ア選別中に放卵00i15一23■"

           10,28198284単一8.600-096610.28"

           10.2g1942アO反覆7600-0900-28一64"'

           10.3019428.2単一8.800-3200-14一6610.18し10.28〃

           反覆11.9■2蛇管による           11.2816.428る00-5010-40211.27           L一目潟j・加
           11.291ア128.0反覆10.900・243211.29"

           11.3012.828.0反覆15.200-5002-16一22""
           一''

           12,116-4L23.2単一6.802-4002-10十33(一皿鍛鋳ター
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 図31963-11.28の温度東轍実験例(プロパン使用) 供試材料 雌;2.雄昌2

受精率12.8%

経過時間

 図4.1963.12.1の温度刺戟実験例(100Wヒーター使用) 供試材料  雌呂3、 難=3

 受非吉ミ率88.4%

 大量受精卵を得る

 連続的に放精白濁する

経過時間



 2.精子海水の束.峨による産卵誘発

 人為的に産卵誘発が行なわれた例をみるとほとんど放精後に放卵が行なわれており一応精子
 海水が産卵誘発の一助とたていることがうかがわれたので,12月1日の温度束■戯によって
 白濁する程度(1㏄当たり420万)の大量放精をみた精子海水中に生殖巣の発達が著しく肥
 大したもの,充実したもの,や土劣るもの、3個体を入れ。2時間後には温度束1戯も加えたが
 放卵は認めなかった。

 3.切り出し卵に媒精する受精実験
 マベ員等の2枚貝で行なわれている1/10規定NH40H溶液を更に1.0,1-5,2.0%に

 海水で稀釈,この中に切り出した成熟卵を入れたが卵核胞がはっきりせず30分・60分・90
 分後に媒精を試みたが受精は行なわれなかった口

 皿幼生～稚貝の成育

 11月28日(24個),12月1日(14万個)の幼生は,12月4日までPI3tγm{asと
 Chaetocer05sp.を投餉飼育し,12月5日から6日要13時間30分で陶製水槽(27～容)

 2個,塩ビ水榊(64x32x30伽)2榊と,タ'ルマ瓶(184容)2個に詰め海上輸送した
 うI・,輸送時に水温が18℃から12℃台に低下,更に時化のために相当動揺したこと等から匁搬
 ヵI・脱離して游泳するものか多くみられ5日目に柿機.死するに至った。その後生残員を整理・

 11月24日分23個は付蒲硅藻の付いた1～ガラス水構にPlat}m㎝asと。いpを5,OOO続11引㏄
 あて,12月1円分については,14水槽4個にPI日ゆ㎝as,c忙sp,Na㎜ochloris付一着硅.藻

 をつけたものに夫々10個入れこの水枯は水温を18℃に保つため,ヒーターのはいつた塩ビ水

 榊中に入れ飼育を行ないまたダルマ瓶のものは30,10～のガラス水榊に移し,他は輸送後も
 そのまま室内でNaviculaを主とした付着硅藻と.上1記餌料を混与して飼育したが,前記の帥料の

 比較.弐帥を行なってきたものは12月21日にサーモスタットの故障で急激に温度が上昇全部焼
 死するに.至?た。更に温度調整を行なわナ(か。た点ビ水檎一2糟の稚貝も途中幣死し,結果的には

 表3幼生0～稚貝の成長

        観察月日受精后の経過日数飼育水温測定個体数殻長(西加)摘要        平均最大最小

        38.12.1

        "12.3一一"12.ア2616-416.810100.2440.2730.2480.2780.2400.270眼点が認めβれる
        "12.111016.870-328α3750.2アO用口殼形成される
        "12.16151ア111O.338O.4350.270

        "12.25241ア440.5250.5アO0.510葡.生

        391.73フ15-440.6150一ア80.48上足分化を始めた同上
        "1.17471ア250.7060.8360.5ア

        〃1.285816.070.9691.23O.724

        "2.66ア16,221.551.61.5        "2.18フ916-432.32.91.71-8に第1呼水孔の出来た2.3刑の幼貝認める

        "2.21一"2.22一一LL-L8283'一'一I9315,714.2372.91.373-21.92.71.0卜29か躰…毎熾に変化を認U52日間ポリ・サツ中に放腎後発見一^一0一■'一一■■        18.992.94.21.84個の呼水孔形成さる(最大)

        ←"33"316"31106179123.56-02.27個の・"        1118.6124.68.72.611個の・'

        "4.913D20.9125.810.82.812個の''
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 温度調整を行なわなか?た30,104容のガラス水槽で飼育したものと後述のポリバケツ(7

 ～容)に見いだされたものに限定された。

 昭和39年4月9日現在の残員数とこれまでの生育状況は表3のとおりであって,この中には

 2月22日に死殻検鏡のために換水前の水を104容のポリバケツに取'コであつたもの(12月

 31日から放置中のもの〕から7個の生きた稚貝(平均殻長1,37,最大1.9,最小1.O聰珊)が

 発見されたものを含み,更にこれは付着硅藻,生子オサ,アサクサノリ別水構で飼育し,個別な

 測定は行なっているが.生残員が僅か12個であるので餌料別成長については今後更に十分校詞

 したい。

 現在までのところヒトエグサの生えた石(付着硅藻が餌料となつていることも考えられる)を

 入れたものの生育が非常に良く殻の色が濃紅色になづてきており,又割竹につけたアサクサノリ

 で飼育したものは殻の色が薄紅色.付着硅藻だけで飼育しているものは殻長4而届以後の成長が遅

 れ殻の色が薄青色を呈してきていることが傾向的にみられる。

要約

 昭和38年度から甑島のクロアワビの採蘭を目的に里村において10月24日～12月1日まで

 産卵誘発実験を行なったが,温度東一」戟によって11月28日に24個.12月1日に14万個の

 VeIigerを得ることが出来,実験時期.方法等について一応の目安を得た。

 更に.この幼生の室内飼育を行なうために受精後フ日,4日目に相当する12月5日に各水槽で

 13時間30分を要して当本試実験室に海上輸送を試みたところ、幼薇から脱離して游泳するもの

 が多くみられ.付着生活にはいる6日～10日目に大静確死し,その後も飼育装置.操作の不備等

 で130〔目の4月9日現在殻長10.8冊朋のものを最高に12個生残するにとどまった。

 なお,この生残員は餌料穐蟻によつて成長と殻色に紅色,薄青色筆の差異が認められてきている。

 最もヒトエグサの生えた石(付着硅藻の着生が考慮される)に第1呼水孔の形成された殻長2.5祠π

 以上のものを付着させ通気飼育したものが非常に成育が良いことからこの稚買初期の飼育にはこう

 いった石を採取これに着室飼育することが容易で効果的ではないかと考えられた。

 また.この実験に当た。て種々御便宜と御援助を頂いた里村漁業協同組合長はじめ職員の方々と

 実験に御協力頂いた改良普及員宮田幸蔵氏に支寸し深<感謝申し上げます。更に温度刺戟法について

 御意見御教示を賜った徳島県水試小竹子之助氏に対し厚く御礼申し上げます。

担当山口昭宣
 附図の説明

      κ成長状態受精後の経過日数卵,幼生の大きさ(冊〃)

      1未受精卵(38.12.1)0卵径O.22
      2座精1項38.12.2〕7問"0.22
      3幼殻形L初期被面子(38.12.2)22'幼生0.23
      4れの虻る目1の面子38.12.2)2ア〃α23
      5'(38.12.3)43■0.24
      6れの終。ナ・破面子38.12.3)2.5日0.24
      ア浮I一期幼生(38.12.4〕3"0.27
      8葡萄期初期幼生(38.12.10)9"0.30
      9用口殻形成された幼生(38.12.12)14"0.30
      ..O'38.12.24)23'α52
      1水孔をる'員392.868'2.3
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 種子島産フクトコブシ刷io舳di・e「sic01o「Reeve
 の産卵期について

 種子島に産するトコプシはフクトコブシHap“isdiversicolorRが大部分で,年間4,

 9万kリの生産をあげ,当地先紛岸漁民の代表的な就業形態である5,6月のトビウオ浮敷網漁業

 9月以峰の録雄縄業,一本釣漁薬のつなぎとして,ア、8月における採貝漁業は大きな収入源と
 なっており,その採貝漁菜の主対象であるトコブシはきわめて重要な浅海資源である。

 トコブシの増殖については,従来県や国の助成によって投石事葵1か行なわれてきたが・生産景

 は年変動ヵ二かなり大きく,しかも年々減少傾向にあって(第1図),種子島地先全体のトコブシ
 資源についてみれば・増殖効果は鎖堵でないといえ飢

 県漁菜調整.規則によって,採取禁止期間は,10}4月,制限体長は5㎝に規制されてはいる

 が,その・妥当側=についての基本的資料がなく,しかも城近一潜水用皮着・用による採取持問の延長と;

 沽用に此、じた採取強化は,今後のトコブシ資源の維持に不安がもたれ,強力な対策かのそまれる。

 今依,横徹I1杓な増,・番純理'・装を実施一す

 るための刷提条件として・ないしは漁装

 調整上の参考む料に活用するため,生態

 的研究のうち産卵期について観察したの

 で報告する。

 材料と方法

 観察に剛いたトコブシは,36年8月

 から37缶三10月の問に断続1'1勺に採取し

 たもので,採取月日と期所,採取一致甘は

 次のとおりである。

36年8月31口住吉地先38個6
 9月21日詞研日」土也先104{国

 10月23日.ト百旨哩r上出グヒ35イ田5

 11月11口〃38イ園

 12月20日"48f固4

 37年3月19口西之表地先56個x104
 5月15日浜津脇地先43個K93

3334353637
6月13日峰毛島地先50個年次
10月22日浜津脇地先18値

 第1図トコブツ生産景変化(農林統計)
 採取された材料は・すぐlO%ホルマリン

 で固定した後,貝殻の測定(殻長・巾,高さ

 重駐等)を行なったほか1猪里j二1〕が了ワヒ成熟度で提唱した成熟度係数(Cbe川dentof

 m仙rity)を求め・同時に角状突起部分の生殖巣をきりとり・パラフィン切片として・デラ7

 イルドヘマトキシリンとエオンン二重染色,および了サン染色によって染色して観察した。

 誹j古した材料の大きさを第2図伽1ラ長細疵にボしたが,妓小38阯皿・最大96睨而である。
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第2図 殻長組成



第3図  成熟膨係数の季節的変化

観察結果

 11〕成熟産一係数の変化

 猪野が了ワヒて採用した成熟度係数を求めた結果は,第3図のとおりである。
 フクトコブシの場合,角状突一起先端から後方に1㎝間嶋に測定するのは無理な例が生ずる

 ため,角状突起の先端から,螺旋状内蔵残右端の問を3等分して測定した。
 凶でわかるように,3月中句には外観的な生殖腺の発達は全然みられず5月中旬にかなり一。
 発達してきて,8月■上一旬に年尚の最高となっている。その後10月末頃までは80%以上の
 高率を示しているが,ll～12月と漸次小さくなり・12月中句には・全部の也のか放出



 されてほとんど0に近い状態となっている。この成熟度係数の時期的変化は,細繊切片の観

 察結果と全く一致する。

 ○組織切片による観察

 イ舛一.榊巣の発育地租

 角状突起部分の生殖一巣を紬紙切片として観察し,その発育過程を5段階に区分してみた。

 A渦絢期

 濾1j11;内は空虚.で袋状の構造をなしているか・濾胞壁には新しい生殖原細胞が分化し始

 めているか,あるいは放出されなかった生殖細胞が,吸収崩壊の段階で残存する場合も

 ある。

 通常♀♂の分別はできず,また血球の浸潤が多い(図版11.12)。

 B生長則

 、」rしく形成された結合紺氷弐にそって生殖原細1地か分化発達し次第に生殖母細胞に沽嬢

 プ〔成一長分裂が行なわれる。しかし成熟した生殖細胞はみられない(図版1～4)し

 ○成熟期

 生炎則からさらに准んで,原細片11,母細胞の分化成長が活睡であると同時・に,成熟し

 た生殖細胞が多く放出か可能となる、

 寸なわち,精巣では,まだ成熟していない精細胞の屑が厚く,湖胞は肥大充実してき

 て遊離した精子粋がみられ・卵一巣では・痢胞壁面には未熟な卵母細胞が多く・大部分の

 ものが寒天質を閉緯した成熟卵母舳j1!である(図版5.6)。

 D放出則

 洲1包内に成キ生密集した.牛.殖細胞は・月.いに遊離して放出が行なわれ・盛んな生殖活動

 が行なわれている。そして,湖胞榊挑には放出後の空所もみられ,精子紺。,球形ないし

 は多面体をなす卵母細拘がきわめて多く,生殖岨,母細胞の分化成長は衰えている

 (一刻弓反ア8)

 E放出役舳

 「孜出か行なわれた二商'胞内では5一き続き分化,成熟か行なわれているか,その教は極く

 少なくなり・令く分化の仲止した個体もあって形成能力は衰えている。

 すなわち梢千舳抱榊がうすくなり,部分的にはこれら舳向は余く存在しない場合も

 あり,残存する精子祥は,膨大した用句壁に局部白勺に懸垂した状態であるか,あるいは

 三1.1他膵部に塊状になっており,卵巣では,未熟な卵母細胞もみられるが,ほとんど点在
 1'1勺になり,熟した卵母細胞の寒天質は,遊離,拡散して吸収,崩壊にはいっている(図

 版910)。

 口生殖巣発達の周年変化

 上記した生殖.巣の発達過程.にもとづいた月別の変化は1第1表・第4図のとおりである・

 1～3月は水温の低下する時期であるが,Sp㎝一状態になった洲胞内では,新規に生殖

 原紙他の分化成長が始まり,3月中旬には,80%以上のものが成長期にはいり,分化の

 全然みられないのは20%以下である。個体によっIては,成熟した生殖細胞が放出し終わ

 らない段1塔で,すでに新しい腺細胞の分裂が行なわれるほか,完全に放出ないしは吸収さ1

 れて,1」淵の分化は一時的に停止するものがある,

 牛舳一物」手㍉の放出された未発達の個体に,寄生.虫貝の多いことが注.目される(図版13.14〕

 4,5月,水温が」二昇するにつれて,生殖腺の発達は進行し,5月中句にはすでに約5%
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 第1表生殖巣の熟度変化
           一…

           月日11件.別ABcD丘           I引伽1考
           ㎜/191}2828
           伽/1911δ1515ら1寄生虫貝3コ
           一?b8

           山並……■…''一一

           ♀20o23
           V/15b1271945寄生虫貝1コ
           ?11
           }21324

           M/13δ2222449寄生虫貝1コ
           ?11
           }92一112

           、iぴ31b12315

           ?

           一山一■I凹…

           ♀2312118

           N/21己510ヨ1bコ。

           ?

           ■'一一

           字o69

           X/22♂εア1524

           ?

           ♀861司

           X/23o10616ヨ』
           ?44
           ♀121516

           X/11δ11162ア45
           ?22
           }一4125

           Xl/20♂123154ア
           ?ア7

 'jもσ)か成妙期に達し,、}lj-1』内の〃㎡川」i{,母刹!榊σ)分多量,成三三ヘカニ沖」綾となるが,ア5%♪⊥

 上のも0.)は,まだ成長川の段階である。

 6、ア月にかけては,」一j舳棚,母一舳」,・1の分化,放淋か史に舳稜となり,7月にはいると一色.

 激な成熟が准むようて,生粥沽肋を始める{前といえる。

 8月下句になると,成」ミ舳以'1石」のものはみられなくなり,ア0%近くのものか成熟蜘qか
 り,約20%の仙i体か敬阯り」,5場内外のものはすでに放出役州の段階に達し,生.クll』M軸

 か燕・んカ特則とみることができる。

 最高水温から,下降する叶川の9,10月では,漸次産.卵終則にむかい,10月下句には

 すでにSPentのものが10叱以、上もあり,生テ岬i1則はほとんど停止しているか・牧舳リ」

 段階のものか50%J一ノ[・を示しし目1=llパ『の生殖細胞はかなり第い。

 これか11月111イ1〕になると,7口。6近くの個体力・枚出咬地」となり,'11量1」t14則」}成土定則には

 いった何体bあらわオリ占.め,水.。.い]」j低下につれて、一.1一.州に残された生鮒ゆj一β{はやがて吸

 取,崩城されてゆくようてあるu

 12月下旬ではまた完全に映収されていたい生殖纐炮もみられるか大半はSpe11呵一州虻11
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第4図  成熟度の月別分布

 洲から成長期の段階であり,春季までは大体この状態、でいるものと思われる.、

 1-1,,{ノクトコブシの産卵期については,今uの調査か始めてであるか,  千バフ1大局,八丈

 ・1-1一フクトコブシの痒卵期について,倉田Z'は,ホルマリン固定材料による内眼的舘櫟と検用
 お.しひ肥柏=距の季節一内変化等から考察して,8月中旬に始まり,烙.如は9」川j旬～10月上一も」一

 で終側は10月下句と推定している。



 上述したように,成熟度係数を求め,同時に生、殖巣を組織学的に観察して,これらの季節的

 変化を追及した結果を総合してみると,種子島におけるフクトコブシの産卵時期は,7月下旬

 から9月下句で,産卵盛則は8月中旬、9月上旬と考えられる。

 7月の材料が採取できず,産卵開始の時期は正確にはとらえられないか,6,8月の観察結

 果から椎祭して,7月下旬には十分産卵を行なう尋)のがあると思われ,終期は不完全放出の個

 体か多く明確でないか10月中句以降のものは,もう生殖能力がたいと1号えるのが妥当であろ

 う。というのは10月中旬～11月」二句に裸一取し,産卵誘一発を試みても,.口三常な卵は少なく受

 梢が行なわれないからで,上記σ)産卵地jは年によって多少のズレはあっても,大体不変のもの

 と一■甘う。

 この産舳りjから,現在施行されている県漁菜調整規則0),採捕禁止期間について考えてみる

 と,10月1日、翌伍4月30日までの期問は・採取規制が産卵群の保;蛙を目1」1」とする以上改

 正することか望ましいと思う。純粋な規制目1』i.からすれば,禁止妙燗は7月～9月にすべきセ
 あるか,種子1.,、のトコブンは漁致収スに占める割合が大きく,社会舳,経済的影翰は無視でき

 ないと一ビーうので・全面1一～乞,進ir勺改正かできない以」二,漁協単位で保護区域の設定とカ㍉輪狐

 法の採用といった識源添加梓一の仇討に努力寸べきと考える。この禁止舳昔」と産卵目舳1との不一

 致は,円1』記した生.産変舳のブ㌧きい原因の一つと一忠われる。

 また,破長5c㎜以下のものを採取禁止しているが,今u観察した恥咄での生物学的最小形は

 3.ε㎝1であったことから5伽以下のものでも生.殖沽鋤に削与すると一考えられるので,戯長制限

 も検,試してみる心残があろう.、

 一方,トコブシ増,禿殖箏。葉は,今後ますます発巖してゆくものと思われるが,この産卵則

 から投石事巣についてみ出合,トコフ・シ幼生は受精後。。_川、一.出.で沈紺活にはいる3)
 ことから,5～6月には実加して般人石材に海湶瑚の繁殖を図っておく必要があり,また,種」

 由生産のための人工受朽一1は・8月下句～9月上句に実施すべきと考え乱

伽要

 (lj積郷勺な珊,恭殖事業を推進するための前提条件,ならびに漁業調整上の参考一資料をうる

 ため種千島産フクトコブシの産.卵期について,成一熟度係数,組先、他1片の観察により推察した。

 (2)梢子鳥産フクトコブシの沸=卵酬は,ア月下旬～9月下旬で,.賂抑」は8月中旬、9月上旬と

 推定した。

 1引この産卵期は,漁業調整規則の禁止期問と一致しないので検,試すべきであると指摘した。

'文献

 rj枯野・原H](1961〕東海区水産研究所研究報告伽31

 2)倉田洋二11952〕東京都水産試験場月報^iア

 引大場俊雄(1964)日本水産学会年会1コ頭発表
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 トコブシ成長度調査(中間報告)

 出出水浮1鋤楠.物基礎調査の一つとして,36年度、37年度にトコブツの成長度を標紗放

 1{.に.上って調査してきたがその実施状況と再補数は表1のとおりであるた。

 一表1年度別標は放流と再捕状況

 人榊リ1日

一

一'一

 1'有」364F
101123日

1二

       1.年川コ樽補年月H放流救再捕独再捕糸経過日数移動状況再榊発見の)一触州実施した地先名

       36年昭和3ア年1123日8月3日"」」1舳8月5日3ア年1旧和38年j」18日6月15日〃j!2L!8月3日閥鮎嶋6.ア10.ア9321.1日       601391512464151452312291237270半径30m以内〃〃西之表市任吉〃中柚子町浜津脇"
 ・llに示すように再楠・率がいた.って低率であるため,成長度測定費料としては不十分であった。

 い二かってここには参考までに37年度実施(38年度再杣)した資料によって報告す飢なお

 二1'll.=舳こは杵舳率を少なくとも50%位にし考察資科の確率をはからなければならないが,今後

 ゼH二元の協力をイ[宇て実施する考えである。またこの調査の帥勺は浅海端殖における投石事業で

 つ効果判定に資寸るということも力11えられていることを附記しておきたし'o

 ヨーた折i』川りrとその環境条件
       I■I

       漁場の何一置水作底質主たる岬料既往漁場と
       生物と堵しての位置備・考

       ■

       jl=;L郁也之表市榊子.1',一jホンダワラ類地先漁場中上位別図現場見取囲
       住'丁=i地先西海岸4m砂礫独浦当たり参照

       2～6kg

       "中↑1一子町"5,8砂ホンダワラ類
       洪碓脇地先3エ加当たり"中位"

       2～4kg
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 b.標識放流作業経過

     試料採取標識塗付作一業塗付作業一
     地先月日所要時間塗付作業要領     年月日

     圧吉3ア年10月31日10月31日、11月1日約60分殻表面に黄色ラッカー(塩化
     ビニール)を適当の濃度で塗
     りその上にクリアラッカーを
     准付

     '1一津ろ7年10月1舳10月18日〃〃

     B10月19日10月19日〃"

 (.,ト)表中で試料採取から塗付作業1までおそぴ塗付から放流まで任意の時間をおいたのは・採
 榊キの損傷または塗付傘害の有無による脱落貝をみるためであったか,実際は陣か2個
 のへい死にすき一なかった。したがって空中露出時間を含めて人為自勺な欠点は一応なかっ

 たものと考えられる。また使一用したトコブシは作為的に50“皿以下を主とした。

 べ納・一1;は赤さぞ他

 膿.≡班放流実'旅に当たっては,あらかじめ地先漁協と協議の上地区漁民に主旨の徹底を回らせ
 外に放流地点附近海域への立ち入りをも禁ずるという措縦をとりた。したがってi好泉までの現
 "拙.竹は十分とまではいえなくてもある程度て1きたものと考えられる。また解禁日を前にして
 は†スターを内己布しこれを関係部落の掲示坊.に貼付し一般えのPRを行ない・とくに学童に呼

 びかけ附遠トコブンの搬供をも要諦し再捕貝の回収に万年を期したつもりであったか1実際に
 1州くさ木た数は表1に示したとおり総放流教5◎7個に対し66個に過きたかった。(3ア年
 鳩一放流一夫締)このような白{採捕者からの1州又協力を呼びかける一方・碍捕については琳禁口を
 [lI心に樵.祇貝の回収に努めたか,とくに放流地点近接場からの再補がなかったことはトコブシ
 の柊勅池鵬は棟く近距離て1あるということによるものかあるいは害敵による食害がどの程度で
 参.るのか不Hりで左,るのでこの剛榊1収率の低下の原因につい七は今後の調査に待たねばならな
 い。セ,なみに死、.せは1伽屯発見されなかった。しかし再柄努力が足りなかったものと考えられ
 ると「・j時に再舳貝の中には擦、1殻か不鮮明で当事者・でなければ標識放流貝であると判別できない
 ものもあったことから一般採捕者て見逃がしたものがあったと考えられる。したがって今後の
 1口1双方法としては予想され得る各地先にu収責任者一をおいて採捕貝全部の検認と再補努力を強
 化することと,標識方法についても史に検討の必要があると考えられる。再楠トコプシの測定
 仇は表2のとおりであった。測定は標,誠記号の判別したものは別として記号の消波しているの
 は奴流時の塗付線を測定してこれを放流u芋の殻長,殻巾とした。
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     放流日時気象     天候気温水温備考

     11月2日16時晴22.8℃21.4℃試料採取は大体放流地点附近
     11月18目105時～11.5時曇時々晴24.8℃24.5℃〃
     11月19日135時、105時〃一■25.4℃25.6℃〃

 表2再・舳トコフIシ測定価1

 (註)成長率は放流時を100%とした比率を示す。

             放流時再捕時成士～率

             伽■1已号{』版向・重量殻長般巾全.百11量備考             族長磯巾全重.絹殻長一散巾

             榊^固^1gl一柵㎜伽^刊〃gr%%%

             1不■引48336645161ろZ5130.9洪津脇B点
             2"483368j415141.6133.3〃

             3〃4125634517160.9180.0"

             4〃241955361222911894〃

             5〃30225ア3815166.61ア2,ア〃

             6〃463268451ア14ア8140.6〃

             ア〃5925604414153.81ア6.O〃

             8〃4530674ア16148.8156.6〃

             9〃44306647151500156,6〃

             10"4328684818158.1171.4"

             11"4933695018148.11696〃A、
             12"5333765019143.3151.5〃

             13〃6036725019120.0158.8"

             14"3ア25634315170.0172.0〃

             15ワ3925・862421630158.9168.03ア5.0住吉地先
             16165ア2366242152ア1675182.6450.0"

             1ア324629126340152ア13951379225.0〃

             1825452ア116142162ア155.5155.5245.4〃

             19ら3922ア65421630161.51999428.5〃

             20り45261165421628146.5r61.5254.5"

             215ノ442912634`1529143.1148.1241.6〃

             226'50291562421ア29124.O144,8193.3〃
             山
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             放流時再補時成長率

             伯記一号全承嶺.i変長殻高全.重殻長殻巾全量掃備考             ,設長殻巾殻巾

             !一一∠うm躬刑gr届皿.一珊届固皿gr%%%             キ5033156ア461634134.O1393226.6住吉地先

             レし24629116フ451533145.6155,1300.0〃
             i2525029136ア4ア1535134.0162.62691〃

 
            
ヨ

             、16二4口297ろ84519361ア0.0155.551ア2〃 
            

■

             !2ア23603828ア3531ア55121.61394196.4〃

 
            
一

             12811472ア1371481'842151.61アZア323.ア〃

 
            

≡

             1:li不明5ヨ2u49381-416148.4190.O"             〃342555361319161.ア144.0〃

             ■三1一〃3021553ア1420185.31ア6.3"
             132〃`51953371319166.6194.ア〃

             iノエー一_・'刈2295ア5アr621165.ア12ア5''             一

             一㌧〃3122593ア1乙20190.316B.'i〃

             ≒二5"422860401322142.8142.8〃 
            
i

             」らる〃3521605915231ア1.118ア5〃
             ≡5ア"3120593ア1622190.3185.0〃

             一3ε〃533458391521105.6114.ア〃

 
            

」

             1ヨワ"362458391521161.1162.5〃

             4口〃40265940142414ア5r53.8〃

             41"3220604016241875200.0〃

             42〃362262401ア261ア2.2181.5〃

             蝸〃392ア61421626156.4一155.5〃

             “〃32216041162618ア5195.2〃

             く三一}ろ9296341142ア161.5141.3〃

             4〃』b3163422033136.9135.4〃

             4ア442968431ア34154.5148.2〃

             ψ〃38256ア4315331ア6.51ア2.0〃

             4一ン〃41266ア441ア2ア163.41692〃

             5コ〃513168451839133.3145.1〃

             う1〃455069471838153.る156.6冊

             52〃442869461639156.8164.2"

             55〃4528684516一33151.1160.ア〃

             54〃402568481ア3ア1ア0.0192.0〃

             55〃55357148184ア129213Z1〃

             5ろ〃402ア6342152アr5ア5155.5〃

             5ノ.一}392762411ア28158.9151.4〃

             一'〃一Bろ。62441ろ号11291146.6〃

             5ラ〃413063421526151.2140.0〃

             仙〃3926664515501692180.ア"

             61〃382465441ア30165.ア183.6"
             一一uI…⊥Lo
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             記号放流時再補時成長率             伯殻長殻m全量岬殻長殻11j殻高全量耐,、安長設中備考
             一'

             岨㎜蜆〃グr㎜〃届朋㎜〃タr%%%
             62不物38266ア4318511ア6.3165.3住古地ダ
             63〃493066431834154.9143.5〃
             64"4025684416311ア0.01ア6.0〃

             65"4ア29ア24ア1945153.1162.0〃

             66"5538.ア5502154136.5131.5"

             '

 D考察

 再楠トコブシの階層別成長率を見ると次表のとおりで,また個体別にはjせ長,曲1j,亜・最

 の増加率は凶I.1,㎜のとおりで階層別および個体別からみても,j支長,一1川1,片Il=1“lI傘と

 もに反級教的な低下を示している。すなわち小杉貝ほど成長の速いことかうかかわれる、=今
 川の柑杣貝は年令査定をしていないのでこれか年令別成kはわからないか…肢長30舳台で
 は1年以内で60躰〃台に成長するようである。舳州県漁・某一州脊規則による1鮎～制限は50

 舳以下であるが,この制限1、丈長以下は虹も成長,増玲共に山ん舳・i」代といえよう。また仮り

 に30胴届台を当本一具とすれば紬2年足らずで跳に採納対象0)50舳以.止になるものと考えら

 れる。

固皆層別力史長率

            lj女長11せlll川嘔111.(1“)

            1枯唖〃敏抑Aを100孜再Aを100崩放一士Aを100調
            σiL杣流州査沈査

            刷A日、宇阯、宇とした時時とした阯封時小1」とした値
            平平平平体体

            刑均均成長率A均均成長率数A吋州率放
            "腕唖冊〃π9ら〃π刷〃            20～29%            2405ミu22911903釦1搬41

            30,393556q2169523員44519卵24ア02%4142ろ

            40,4944'約614822言7ψコ154p3111.031.ア288j7

            50,5952コ頃015q53η仙814qO81他32622アア3

            ω、6960』〕ア2512q83ア051,5139122卵55p1964「
            一■一■■■■''一1

            証6614

 終わりにこの調萱に当たって終始御配慮いた∫1ハた中柚子出不`、塙協浜津脇支所長浦元信義氏並びに

 西之表市往吉漁協長能塩侑義氏に厚くお・礼中し.上げたい・

 担当取りまとめ豊田浅1・樹
小松光
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殻長
 (放流時を100とする)

殻巾

 (放流時を100とする)

全重量

 (放流時を100とする)

(放流時)


